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熱中症予防やヒートショック対策に 

３カ所の温湿度を同時に計測・表示して「温度のバリアフリー化」をサポート 

コンディションセンサー「ＴＣ－４００」を６月６日に発売 

 

 

２０１８年５月３１日 

株式会社タニタ 

 

健康総合企業の株式会社タニタ（東京都板橋区前野町１－１４－２、社長・谷田千里）は、 

離れた場所の温湿度を同時に確認できる無線温湿度計コンディションセンサー「ＴＣ－４

００」を６月６日に発売します。３カ所の温湿度を同時に計測・表示し、熱中症予防やヒ

ートショック対策に役立てることができるのが特徴。住居内を快適な温湿度に保ち、健康

リスクを抑える「温度のバリアフリー化」をサポートします。価格はオープン。離れたと

ころにいる高齢者や乳幼児、ペットの見守りなどの用途を見込んでおり、ファミリー層を

メーンターゲットに年間１万台の販売を計画しています。 

 

総務省によると、近年の熱中症発生件数は年間５万人前後で推移しています。気象庁が５

月２５日に発表した３カ月予報では、６月から８月の気温は全国的に平年よりも高くなる

見込みで、熱中症のリスクが高まることが予想されます。熱中症による救急搬送数では６

５歳以上の高齢者が半数を占めており、その多くが住居などの室内で発生しています。こ

れは、高齢になると暑さやのどの渇きを感じにくくなることが要因と言われていますが、

家族など周囲の人が温度や湿度を見守ることができれば、このリスクを抑えることができ

ます。また、乳幼児やペットは、暑さや寒さを言葉で伝えることができないため、周りの

人が気を配る必要があります。今回発売する「ＴＣ－４００」はこうしたニーズに応える

もので、リビングで家事などをしながら、離れた部屋の温湿度を確認できるため、安心し

て家事や育児、介護などを行うことができます。また、浴室や脱衣所に置いてそれぞれの

温度差を把握することで、冬季のヒートショック防止にも活用できます。 

 

商品は親機１台と子機２台で構成し、３カ所の温度と湿度を親機の表示部で同時に確認で

きます。また、熱中症やインフルエンザの注意レベルを表示する機能も搭載しています。

さらに親機と子機の温度差が５度以内の場合は、表示部中央に輪のイラストが表示され、

設置したそれぞれの空間が快適で、健康リスクの少ない「温度のバリアフリー」が実現で

きていることを分かりやすく知らせます。大きさは親機が約幅１６２×高さ１２５×奥行

４０ｍｍ、重さ約３３０ｇ（電池含まず）、子機が約幅７３×高さ１０７×奥行３１ｍｍ、



重さ約１１１ｇ（同）。親機と子機の通信距離は約５０メートルで、ペアリング等の初期設

定をすることなく使用できます。また、子機は防塵・防水（保護等級ＩＰ６５）となって

おり、浴室など水のかかる恐れがある場所でも使用できます。子機はオプションとして４

台まで追加でき、最大７カ所の温湿度を一度に管理することが可能です。 

 

タニタでは、長年にわたってさまざまな最新機能を搭載した温湿度計を開発・販売し、市

場をリードしてきました。今回、住居内の温湿度をトータルで管理できるコンディション

センサーを発売することで、屋内外の快適で健康にやさしい環境づくりをサポートするラ

インアップを取り揃えました。今後も多様化する健康管理のニーズに応える多彩な商品群

で市場の拡大を図っていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

離れた場所の温湿度を同時に確認できる無線温湿度計 

コンディションセンサー「ＴＣ－４００」 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お客様からのお問い合わせ先 

 

株式会社タニタ お客様サービス相談室 

ナビダイヤル:０５７０－０９９６５５ 

 受 付 時 間：平日９：００－１８：００ 

 

 

報道資料に記載されている情報は発表日現在のものです。このため、時間の経過あるいは後発的なさまざ

まな事象によって、内容が予告なしに変更される可能性があります。あらかじめご了承ください。 


